
骨髄異形成症候群

骨髄異形成症候群　　　　ビターザ療法　div　　患者プロトコール

外来時は処置伝票で

mg
注射用水

　【ビダーザ】

催吐リスク

中等度

　◆調製から1時間以内に投与を終了すること。(安定性が低下するため。）

投与量
投与プロトコール 1コース　28日間　制限なし

時間
備考投与日

　◆１Vあたり注射用水１０ｍＬで溶解する。溶解液は無色透明。

　◆原則、点滴静注だが、皮下注射でも良い。

＜使用上の注意点＞

生理食塩液

ビダーザ   75mg/㎡

① 10mL

カイトリル錠　2mg Day1-7

Day1-7

1錠

1時間以内に投与
終了すること

後フラッシュ 生理食塩液 50mL Day1-7 全開

10分

投与
 《開始時基準　PS：0～3(4)　100歳以下》
プレメディ（内服） 30分前

50mL

ルート確保 生理食塩液 50mL Day1-7 下記参照

　◆7日間連日投与する。状況に応じて5日間投与も可。

☆前投薬のカイトリルは、外来時は毎日、処置伝票にてNrが薬局に取りに来る。

　入院時は初日に、7日分をケモセーフティBOXとともに払い出し。

　◆ルート確保用の生理食塩液は、ルート確保終了後は破棄してもよい。

千早病院


